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須原英数教室を訪問させていただいて 

 

『教室だより』第 124号に掲載しておりますが、NPO国際教育文化支援機構主催『第 4回小学校英語活動研究会』

（2010年3月 13日 大阪市立総合生涯学習センター研修室）にて、私は『中学校・高等学校における英語指導－塾

からの視点－』というテーマで講演をしました。その折、もうお一人『新学習指導要領にともなう小中高の英語一貫

指導について』というテーマで講演なさったのが大阪教育大学教授 加賀田哲也先生でした。その時以来、加賀田

先生は私の教室での教育指導に興味を抱いて下さっていたご様子です。 

昨年１２月２７日（火）の夜、加賀田先生は私の教室を訪問され、２時間余り『授業参観』をして下さいました。その

授業は『冬期特別集中講座』でした。教育を専門になさる先生に教室を訪問していただけるだけでも『塾』としまして

は至極名誉なことですのに、私の教室の指導を高く評価して下さり、この喜びをどう表現していいかわからないくら

いです。加賀田先生は英語の指導がご専門で、大学で学生を指導されるばかりでなく、府下の中学校・高校の英語

教師の指導もされている方です。私の教室ではボランティアで『速読英単語』の暗唱指導までして下さいました。 

数日後、年が明けてから先生より上記の題で嬉しいメールをいただきました。お許しを得て、そのまま全文を掲載

いたします。このように私の教室での指導をほめていただけるのは、生徒諸君や保護者の皆様との間に『深い信頼

関係』があるからだと思うわ、と妻も喜んで私に話しておりました。私の教え子は５～６年、長い子では１０年近く教

室で勉強を続け、その長い間に自分の道を自分で切り開いていく力を身につけてくれますから、先生の指摘される

様な指導が可能になっていると思います。 

 

 

 

 

須原先生とは、ほぼ１年半前にある英語研究会で知り合って以来、先生の教育観にはずっ

と関心を持っておりました。そこで、昨年末に思い切って、お電話で須原先生の教室を訪れ

たいという私の一方的な思いをお伝えしたところ、即ご快諾して下さいました。須原先生と

は数時間ご一緒しただけですが、実にたくさんのことを学ばせていただきました。また、教

育者としての私のこれまでの営みがいかに稚拙で皮相的なものであったかを悟る瞬間でもあ

りました。 

 

その日は「特別集中講座」というクラスを見学させていただきました。須原先生は最初に

本日の流れをご説明なされただけで、すぐに下の教室へ向かわれました。このあと一体どう

なることかと興味津津でしたが、生徒さん達は個々に黙々と学習しているではありません

か！誤解のないように申し上げますが、須原先生は生徒さん達を放っていらっしゃるわけで

はありません。生徒さん一人ひとりの自主性を完全に尊重されていらっしゃるだけなのです。

このように子どもたちの学習に対する自主性を重んじ、学習内容の選択権を個々に与えるこ
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とは、本人が学習に対して責任を負うことを意味し、このような学習を継続することで、自

己の学習習慣や学習スタイルを省察したり、延いては、自律的な学習者へと導いていくもの

です。 

 

教室での須原先生の役割は instructor （指導者）というより、facilitator（支援者）であ

りました。適宜、生徒さんに寄り添い、励ましやアドバイスを与えていらっしゃいます。生

徒さんが勉強したいところを伝えると、即、問題が提供されていました（先生のパソコンに

は過去の入試問題から大手の問題集の練習問題まで実にたくさんの問題がインストールされ

ており、一見の価値ありです！）。また、生徒さんと雑談されているお姿は、まさに 

fatherly/parental image（父親としての像）そのものでした。須原先生が生徒さんを自分の

お子様のように愛し、また、生徒さんも先生に心から信頼をおいている様子を目の当たりに

し、まさに「真の教育者」としての須原先生を感じ取ることができました。 

 

須原先生は、ご自身の教室を「ここは、進学塾でも、補習塾でもありません。ここでは、

子どもたちが自ら学習の意味を見出し、「分かった」という体験を積み重ねていくことを大事

にしています。このことが、子どもたちを志望校へと誘うのです」とおっしゃっていました。

このお言葉は、すべての子どもたちに潜在する「自己成長力」を信じて関わることの重要性

を示唆するものです。 

 

私は英語教育を専門としていますので、他教科のことはよく分かりませんが、「速読英単語」

をひたすら英訳している、あるいは暗唱している生徒さんを拝見した時には、私が今教えて

いる将来英語教員志望の大学生のどれくらいがこのタスクを達成できるだろうかとふと考え

てみました。英語ができる子もそうでない子も「英語を話したい、英語が話せれば、かっこ

いい」という思いを抱いています。しかしながら、英語を話すためには相当のインプット量

が必要となります。そのようなインプット量を確保するためには「速読英単語」は有効な教

材だと思います。「速読英単語」のこのような活用法は、繰り返しを要する地道で退屈なもの

かもしれませんが、「確かな学力」の養成に通じることは間違いありません。将来、須原英数

教室の子ども達が地球市民の一人として世界へはばたく時、きっとその恩恵を受けるはずで

す。 

 

須原先生が強調なされていたことに、「国語力の育成」が挙げられます。思考の手段はやは

り母語です。母語で表現できないことは、外国語ではさらに難しくなるはずです。こういっ

た意味で、英語学習にもやはり国語力が必要となります。入試で英文和訳を採点するたびに、

支離滅裂な日本語が多いことに失望させられます。自分が読んで分からない文章は他人が読

んでも分からないのです。いくら英文の構造が理解できていても、その英文の内容を適確な
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日本語で表現できなければ印象が悪くなるのは当然です。和文英訳の場合にも当てはまりま

す。難関大学の入試問題では、まずは日本語を解釈、分析することから始めなければいけま

せん。小論文や面接にも確かな日本語力が要求されることは言うまでもありません。そのた

めにも、須原先生がおっしゃるように、新聞を読むことを習慣づけ、論理的思考力、批判的

思考力を常に養っていくことが大切です。 

 

須原英数教室では、高 2 の夏以降はクラスが無料で開講されています。しかも途中でティ

ータイムもあります。この日は、女子生徒さんが皆のためにアイスキャンディーを持ってき

ていました。自己愛的傾向を示す子どもたちが多い昨今、また、経済的な変動が激しい昨今、

須原先生のこのような教育実践は、他者の喜び、悲しみ、痛みをあたかも自身のこととして

共感的に受け入れることができる「豊かな人間性」を持つ子どもたちの育成にもつながるも

のです。須原英数教室で学んだ子どもたちは、学力面の伸長にはもちろんのこと、情緒的な

成長にもあずかっていると思います。 

 

最後になりましたが、今回訪問の機会を与えてくださった須原先生に心から感謝するとと

もに、須原英数教室の益々のご発展と、須原先生ご夫妻のご健勝を心よりお祈り申し上げま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英語だけでおよそ 10 分間スピーチ 

をされ、その後日本語でその内容を解 

説されました。先生の中学・高校時代 

の話しやアメリカの大学・大学院での 

勉強の様子など、生徒諸君たちは熱心 

に耳を傾けました。目の前で聞く生の 

英語のスピーチという素晴らしい経験 

をさせていただきました。加賀田先生 

ありがとうございました。 
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地元の高校を応援！ 

 

２月と５月に大阪府立八尾高校の杉尾哲校長先生と首席の黒田和男先生が私の教室を来訪

されました。校長先生のお話では『八尾高校には歴史と伝統がありますが、それを大切にし

つつも八尾高生の学力をより一層伸ばしたい。また残念なことですが、どうしても高校生活

に行き詰まる生徒が出てきます。その時どのようにその生徒と個別に向きあうべきか。更に

はそのような生徒を出さないように学校全体としてどう取り組むべきか。』といった点で、私

の教室での学習指導や生徒・保護者との関係について参考にしたいとのことでした。 

私は普段教室で使っています教材を披露し、日常の生徒との触れ合いについて具体的な例

を挙げて正直にお話いたしました。先生は、特に数学の『カード式例題演習』に興味を持た

れた様子でしたが、『ぜひ内の先生方に直接話を聞かせていただきたい』と依頼を受け、結局

５月２４日（木）に『公開初任者研修』という場で９０分間話をすることになりました。 

１５名の先生方と校長室の大きなテーブルを囲み、前半は『生徒と先生のより深い信頼関

係を構築するために』、後半は『八尾高生の実力をより伸ばすために』という２点に絞り、そ

れぞれできる限り多くの具体的な例を挙げて話を始めました。その概略を述べますと、○信

頼関係が希薄なところでは学習指導も生活指導も十分には出来ないこと。深い信頼関係構築

のためには普段からどのようなことに心を配るべきなのか。○私の教室で使っている教材は

全部市販されている普通のものだが、大切なことはその使い方とそれを使う生徒の意識の持

ち方だろうと訴えました。○入学段階での早い時期に大学進学や勉強に対する意識づけ・動

機づけをし、生徒に安心感と学習意欲を与えることの大切さ、○また従来型の『補習』では

ほとんど効果は期待できないことから、『補習』のやり方を１８０度転換すること。すなわち

目に見えた形で『実力の蓄え』を提示し、それに向かって生徒が自主的にそして継続的にや

る『補習』こそが、生徒に真の実力と自信をもたらすこと。○実際は『やらされている』勉

強を、生徒自身の方では『自分がやっている』という主体的な意識を抱かせることが重要で

あり、そのためにはどうすべきか、注意点とともにお伝えしたこと等でした。持参した手作

りの資料をもとに７０分間話し続け、最後に２０分間の質疑応答の時間を設けましたが、先

生方の熱心な質問が相次ぎ、質疑応答の時間が１時間にも及びました。私は質問を受けなが

ら大変嬉しく思っていました。 

時間が許せば、学校の先生方がそれぞれの教科において活躍できる場を設ける方法や、最

近新鮮味が乏しくなってきた公立高校の塾長対象の学校説明会のやり方などについても言及

したかったのですが、とても時間が足りませんでした。 

３４年間、妻と二人で積み上げてきた『塾教育』の経験と実績が、学校教育の場でもお役

に立つことが出来れば幸甚です。学校と塾との垣根を取り除き、学校の先生と塾の先生とが

手を携えて教え子の指導に当たることを、私は従来から望んでいます。その成功例もお話い
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たしました。ですから今回、公立高校の先生方を前に話をさせていただく機会を与えていた

だいた杉尾校長先生と黒田先生には感謝しております。八尾高校で４～５年間その後奈良学

園では７～８年校長先生をされた野村利夫先生は、親しくお付き合いをしていただき、私が

尊敬している校長先生のお一人ですが、『同じ目的を持った教員が１０人いれば、それは実現

できる』とおっしゃっていたそうです。八尾高校は残念ながら『トップ１０（進学指導特色

校）』には選ばれませんでした。しかし、ＪリーグではＪ１とＪ２の入れ替えがありますよう

に、もしトップ１０にもそのような入れ替え制があるならば、その中に入れるだけの進学指

導実績を有し、学校と家庭あるいは先生と生徒・保護者との『非常に身近で深い信頼関係』

が他の高校に比べて群を抜いており、『学んでみたい高校』として生徒や保護者の心をつかむ

ような『新生八尾高校』になっていただければと期待しています。陰ながら地元の高校を私

は応援したいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『教室だより』掲載のお許

しを各先生方から得て、八

尾高校からお送りいただ

きました写真です。私にと

りましてはとても楽しく

充実したひとときでした。 

テーブルの真ん中あたり

に並んでいますのは、教

え子から提供してもらっ

たルーズリーフノートや

数学のカードなど、実際

に使っていたものです。

先生方は非常に興味を示

されたご様子でした。 
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朝日新聞『今解き教室』 

 

 私の教室では従来から国語の指導に力を入れています。日本語を理解し、日本語で考え、日本

語で表現できる力、いわゆる国語力は『５科目の要』だと考えているからです。国語を真面目に

勉強している子は、日常生活においても思慮深くなり、反抗期を迎えても簡単に『キレる』こと

も少ないように感じます。更に、高校受験や大学受験における小論文を書く時に力を発揮するだ

けではなく、大学や大学院で学ぶ際にもその論理的思考力がきっと役に立つ場面があるだろう思

います。ＰＩＳＡ型教育を充実させようと思うならば、国語力を養成することです。 

しかし、この読解力・思考力・表現力は中々身につけるのが難しく、成果が目立って目に見え

るものではありません。多くの塾がその必要性を認識していても、漢字や語句の練習で終わって

いるのはそのためです。また、中々良い教材がないのも確かです。そのような折、妻のきよみが

『これいいんじゃない！』と『今解き教室』の記事を見つけ、インターネットで詳しく内容を把

握して、早速朝日新聞社に申込をいたしました。ところが、『今解き教室』は学校・大手塾対象

で、５０人からの契約とのこと、何度か責任者の村上さんに直接お電話をして交渉し、ようやく

１０人からの契約で使えることになりました。 

４月２２日（日）、『学習塾百年の歴史』出版報告会で上京した時、宿泊したホテルの目の前

に朝日新聞本社がありました。機会があれば無理を聞いていただいたお礼などを申したいと思っ

ていましたので、翌朝アポイントもないのにお邪魔しました。突然の訪問にも関わらず、ジュー

スをごちそうになりながら、『今解き教室』についての意見交換等をさせていただきました。詳

しくは妻が以下に書いてくれていますが、『今解き教室』は私の知る限り最高の国語教材だと考

えています。『学校では、校長先生がやる気でも、負担が大きいと言って中々一般教員の方で採

用してもらえないんです』と村上さんが言われるように、指導者の指導力を試す教材でもあると

思います。『関西では今解き教室を使っていただいている個人塾は須原先生のところだけです』

とも話しておられました。小学４年生 

から大学受験生まで、国語の指導はす 

べて妻が引き受けてくれています。 

『国語教室』は私の教室の特徴を成す 

大きな柱の一つです。３年目を迎えた 

『今解き教室』の指導について、経験 

に基づく妻の感想をお読みいただけれ 

ば幸いです。 

 

本社ビル内にて村上剛さんと記念撮影⇒ 
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            『今解き教室』との出会いは２年半余り前、朝日新聞紙上の小さ 

なお知らせコラムを目にした時でした。『これは画期的な教材！』と 

直感し、ぜひ使ってみたいと思いましたが、学校・大手塾を対象に 

しているとのこと。私どものような個人塾でも何とか使わせてもら 

えないものかと主人が直接朝日新聞本社の村上氏にお願いしたのが 

始まりです。 

            １年目は１０名以上の申込条件をクリアするために希望者を募り、 

小６と中１生合同でようやく１０名を集めてのスタートでした。 

急きょ月２回、２時間ずつの特別時間割を作って、テキストはＬ２

（当時は小学４・５年生対象のＬ１・小学６年から中学２年を対象としたＬ２の２種のみ）

を使用しました。２年目以降は何名からでも申込可能となったのですが、結果的には公立中

３生７名私立中３生４名の計１１名で、従来からの『国語教室』の時間に組み入れて行いま

した。テキストはＬ３（Ｌ３はこの年度だけの製作でしたが、記述問題が豊富でとても良い

ものでした）を使用し、高校入試対策の一環としても役に立ちました。３年目となる今年は

８名で、同じく中３の『国語教室』の教材として使っていますが、残念ながらＬ３はなくな

ったため代わりに新たに作られたＬ２発展編を使用しています。 

 朝日新聞社による『今解き教室』の紹介として「朝日新聞に掲載した記事や写真、図表な

どを活用して、現代社会が抱える問題について考える新しい総合教材…中略…将来社会で求

められる『生きる力』を身に付けることができる」とあります。その意図にどこまで近づけ

ているかわかりませんが、発行当初から実際に使ってみての感想をいくつか述べてみたいと

思います。 

  

先ず『今解き教室』の他教材との決定的な違いは、『現在の社会』の様々な事象が、歴史的

な背景や未来への展望も含めて、わかりやすく解説されている点にあります。上記紹介文に

あるように、実際に掲載された写真や記事など新聞の特性を活かした教材だと思います。『自

然・環境』『生活・社会』『政治・経済』『科学・技術』という４つのジャンルから毎月一つ、

例えば『地球温暖化』『日米関係』『宇宙開発』『少子高齢化』『裁判員裁判制度』など今現在

の多様なテーマが取り上げられています。その中には『ゴミの分別』『インフルエンザ対策』

『食卓のマグロ』など生徒たちの身近な話題も沢山あり、自身の現実の問題として向き合う

ことになります。こうして生徒たちは現在の社会の姿を学ぶことによって、他ならぬ自分の

問題としてとらえる能動的姿勢を身につけ、興味・関心の幅を多方面へ広げることにつなが

っていく、と感じます。これは生徒のみならず私自身も実感するところで、授業準備のため

にテキストを読んでいて、『こんな見方もあるのだな』とか『最近よく耳にするがこういうこ

とだったのか…』などと学ぶことも多く、毎回新しい発見を楽しみにしています。授業の場

でも、私の経験などを織りませながら生徒と一緒に読み解いていくように心掛けています。 
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 そして、こうした特徴を支えているものの一つ 

がデータの豊富さです。テキストには様々な形態 

の図表・グラフ・統計等の資料が数多く掲載され 

ています。右図のようなわかりやすい図解・それ 

に続く詳しい解説に加えて、豊富なデータ類がよ 

り理解を深めてくれます。また、現代社会では日 

常生活においても様々なデータ処理能力が求めら 

れます。そのため授業においても、データの正し 

い読み取りができるように特に留意しています。 

 さらに、身近な話題から始まり、地域社会⇒日本⇒世界へと視点を移し、データを世界地

図上で図示して世界と日本の関わり合いに目を向けるコーナーもあります。テキスト全体を

通して世界的な広い視野が重視されている点も見逃せません。これは今後更なるグローバル

な世界を生きてゆく子ども達にとって欠くことのできない視点です。こうした教材を通して、

世界に目を向ける態度が根付いていくことは大きな意味を持つと思います。その他、新聞記

事を読むことで語彙力・読解力がつく点、要点をまとめたり、自分の考えを述べたりする作

文力がつく点など利点は数多くあります。 

 先日お会いした村上氏が、お話の中で『今年の東京の某中高一貫公立校の入試問題に「都

市鉱山」についての作文が出題され、「今解き」で学んでいた生徒が、模擬テストの結果から

は合格が危ぶまれていたにもかかわらず見事合格した』とおっしゃられていましたが、私も

『なるほど、十分考えられることだなぁ』と納得しておりました。話をお伺いしながら、私

の教室の生徒がもし同じ立場ならばきっとしっかり書けていただろうと生徒たちの顔を思い

浮かべていました。現に昨年度、積極的に学習に取り組んでいた生徒は国語力・作文力がぐ

んとアップしました。その中でも天王寺高校文理学科に合格した富井択音君は回を重ねるご

とによく論点を把握できるようになり、数多くの３００字前後の記述をきちんとやりこなす

ことで大いに実力をつけてくれました。とても嬉しいことでした。 

 さて、一方、生徒たちの応用力のなさを痛感する 

場面にも度々出くわします。言うまでもなく、一つ 

の事象には教科で言えば、社会的・理科的・数学的 

側面が存在します。そのため『今解き教室』の問題 

は科目横断的なものが多いのですが、理科的・社会 

的分野に関しては割合スムーズに対応できるのに、 

数学（算数）が関わってくると様子が一変します。 

 数学力なくして今日の経済学が成り立たないのと 

同様に、様々な事象を正しく捉える上で数学的な物の考え方は不可欠です。『今解き教室』で

はデータから読み取った数字を比較して関連を考えたり、割合や比を使って社会の動きをと



10 

 

らえたり、と各所に計算問題が組み込まれています。扱う数字自体は単純で計算式も平易な

ものばかりなので、単に計算問題として出題されれば難なく解けるのに、記事中の文章やデ

ータから題意に合う必要な数字を読み取って自分で計算式を立てて……となると、これが

中々出来ないのです。『教科の知識』が『実生活』と結びついていない良い例だと言えます。

ＰＩＳＡの試験で結果が思わしくないこともうなずけるのです。 

 以前からもこうした傾向が懸念され、そのた 

め『総合的学習』が注目されてきました。最近 

では大学においても、文系・理系の枠を外した 

学部・学科・授業が行われつつあることも周知 

のことです。『ゆとり教育』の下で行われた 

『総合的学習の時間』は、方向性は良かったも 

のの余りにも準備不足のスタートでした。ほと 

んどの学校では適当にお茶を濁しただけの実り 

のないものに終わった、というのが現実です。 

 けれども前号第１２５号教室だより『ＰＩＳＡ型教育への警鐘』でも触れていますように、

『ゆとり教育』のあの時期に『今解き教室』のような素晴らしい教材があれば、現場の先生

方にとっても、生徒たちにとっても、どんなに有益であったろうと思うと残念でなりません。

今からでも学校現場に取り入れて欲しいものだと思います。 

  

『今解き教室』は中身の濃いテキストに加えて電子教材までを合わせると、かなりの量に

なります。中３生対象といえども、月２回１回１時間半ずつの限られた時間では到底全てを

こなすことはできません。そこで､生徒諸君には事前にしっかり読んで問題をやっておい

てもらい、授業においては『これだけは』というポイントを中心にして解説を加え、問題を

ピックアップして一緒に考えてゆく、という方法をとっています。このような指導を可能に

しているのは、日頃から『自分の勉強』を大切にする態度が生徒諸君に身についているから

こそだと自負しています。こうして共に学ぶ中で、前述したように、興味や関心の幅を広げ、

問題に対する能動的姿勢を身につけ、世界的な広い視野を持った生徒に育つための一助を荷

うことが出来ればと願っています。 
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『学習塾百年の歴史』発刊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この度、立案から６年余りの歳月を経て『学習塾百年の歴史―塾団体五十年史―』が完成

いたしました。『記念誌』ではなくて『記録』として残す『歴史書』です。全国の学習塾の団

体の上に『全日本学習塾連絡会議』を設置し、この会の下に埼玉県調布学園塾長佐藤勇治先

生が編集長となり、全国２４人の編集委員の手によるものです。大学の先生、私立・公立の

学校の先生、塾の先生、教育関連企業の方々等、教育界挙げての協力によるものです。当初

４５０頁の予定が１１７０頁に増え校正に予想以上の時間がかかったこと、東日本大震災に

より東北地方の塾の先生方の原稿が予定通りに集まらなかったことなどの影響で、発刊が半

年ほど遅れましたが、様々なデータや貴重な学術論文等も含まれています。国立国会図書館

を始め、全国多数の図書館に寄贈されます。 

 毎回東京で開かれる編集委員会には中々参加が叶わず、とても真面目な編集委員とは言え

ませんでしたが、第１０回目にして初めて出席した私は、自分が近畿地方の編集委員では唯

一人であることを知りました。我が身を反省し、編集長の要望に沿って、灘・東大寺・府立

北野の各校長先生と、五ツ木書房への原稿依頼等に参りましたが、いずれの方も寄稿を快諾

していただきありがたいことでした。 

 多くの塾の先生方の寄稿がありますが、何の役職も引き受けたことがなく、まったくの個

人の立場で書いているのは私くらいかもしれません。『ユニークな個人塾』として、塾の世界

では認められたのかなと嬉しく思っています。 

 以下に目次の冒頭部分と私の原稿を載せます。２４ページから戻ってお読み下さい。 



13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『学習塾百年の歴史』は１冊実費７５００円掛っているそうです。非売品

ですので、１口５０００円のご寄付で１冊進呈しています。一部の私立校

の校長先生にはそのご案内を差し上げ、ご寄付をしていただけましたこと

をお礼申し上げます。 

尚、本ご希望の方は埼玉県調布学園編集長佐藤勇治先生のところにお申込

み下さい。お申込み・お問い合わせは以下のところです。 

          ℡ 042-482-1481   Fax  042-483-1618 
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『学習塾百年の歴史』に寄稿していただきましたので、本を持参してお

礼に出向きました。その折、記念に『お写真を』とお願いいたしました。 

 左が灘中学校・高等学校校長 和田孫博先生、右が東大寺学園中学校・

高等学校校長 矢和多忠一先生です。どうもありがとうございました。 
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寄稿： １０年間須原英数教室で学んで 

―浪人体験記―      

 

                    東大寺学園高校卒 京都府立医科大学１年 

                                 谷口 敦基 

 

僕は、小４～１浪までの十年間もの長い間須原英数教室にお世話になりました。（多分、同

じ東大寺学園から東大文Ⅰに進まれた原光平先輩に並び塾生最長記録だと思います。）そんな

僕の過去の受験体験やアドバイス、塾での思い出等を今回この場で書ければと思います。 

僕は須原英数教室に通わせていただく前には、大手進学塾の N 学園に通っていました。（通

っていたと言っても２ヶ月ほどでしたが）正直、学校が終わってすぐ塾のような生活で、な

かなか友達と遊ぶ暇もなかったのが嫌でやめ、母の勧めからこの須原英数教室に通わせてい

ただきました。大手塾の雰囲気しか知らなかった僕にとって個人塾の雰囲気は目新しく、何

より授業の途中でお菓子を出してもらえることに喜び、毎週の授業が楽しみで仕方なかった

です。それ以前は、塾と聞くと嫌だったのですが先生の面白い授業のおかげで、須原英数教

室に通いだしてから今まで、毎週塾に行くことに全く苦痛を覚えませんでした。とび級 B で

受験勉強を始めてからは、須原先生のおっしゃるように勉強をしていました、というよりお

っしゃられたことしかやっていません。正直、６年生の頃も多少余裕があり友達と遊んだり

もしていました。勉強は先生に言われたことだけを集中してやったからこそ、質の高い勉強

だったので、実力がしっかりついたと思います。だから入試本番では得意の算数が簡単だっ

たために他に差をつけることが難しく、両親や須原先生には多大な心配をおかけしながらも

東大寺学園にも合格できたのだと思います。中学受験を今後むかえる後輩たちは、先生の言

葉を信じて言われた通りにやっていれば自ずと結果はついてくると思います。頑張ってくだ

さい。（正直、中学受験は７年も前なのであまりアドバイスできていません。すいません。） 

 中学に入ってからはクラブに精を出し、毎回テストで同じような成績ばかりで勉強はそれ

ほど（ほとんどかもしれません笑）やっていませんでした。毎回成績を見せる度に『勉強不

足でした』と言い訳ばかりで、先生には『またか』と呆れられていたと思います。高校に入

ってからも、クラブに文化祭にと大忙しでこれまた勉強していませんでした。そのままの流

れで高校３年生を迎えました。高校３年になっても勉強しない癖は抜けずそのままズルズル

と受験を迎えてしまいました。あの頃の自分は非常に考え方が甘く、まぁ勉強してなくても

受かるだろうと考えていました。そのままセンター試験となり、センターの出来 8 割２分で

医学部受験を行うには到底足りないような点でした。センターのビハインドを埋めるべく、

D 判定だった二次試験の非常に難しい京都府立医科大学にのぞみ、案の定不合格で、浪人が

決まりました。（センターもろくに取れないのに二次で逆転しようと考えている時点で考え方
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が甘いですよね。）センター明けに先生に、『君は落ちて浪人すべきだ』と言われました。そ

の頃の僕は非常に腹が立ったのですが、浪人してから思うにあの言葉は正しく、浪人するこ

とで自分の甘さや考え方、勉強に対する姿勢が変わったように思います。３月受験が終わっ

ていきなり先生に『浪人生は４・５・６月の三ヶ月をいかに過ごすかが大事だ！』と喝を入

れられ、基礎のできていなかったことを自分自身でも不合格から認めていたので、先生のい

うことをちゃんと聞き、高校三年の時にやってなかった速読英単語をふたたびやり直し始め

ました。 

 4 月に入ってから予備校（S 台大阪校）が始まりました。その予備校では理系の一番上の

クラスで同じ高校の友人が多くいたことから、ある意味高校の頃と変化がないような感じで

した。予備校の授業は一番上のレベルのクラスならば、もっと実践的なことから始まると思

っていたら、本当に基礎の部分から始まりびっくりしたと同時にやっぱり須原先生のおっし

ゃるとおり『基礎が大事だ』ということを再認識させられました。それからは、（高校時代は

できていなかったのですが）授業の予習・復習を行い、塾では速読英単語をひたすらやり、

基礎の勉強を固めていきました。この頃の模試では、高校時代と同じように、阪大が D 判定

で、なかなかすぐには伸びませんでした。夏休みまでは上述のような生活を毎日送っていた

のですが、５月にはいると予備校生活にも慣れ、少し勉強がおろそかになったりもしました

が、教室に行くことで須原先生に『檄』を飛ばしていただき、それほど中だるむことはなか

ったと思います。 

 夏休みにはいると予備校は講習という形で日々の授業がなくなり、自分の勉強を始めまし

た。とはいえ、自分の勉強といっても本当に、前期の予備校のテキストを復習したり、速読

英単語をやったり、講習の予習・復習をしたりと苦手な科目を重点的に繰り返しただけでほ

かのことは何もしていないのですけど…。夏休みをどう乗り切るかが合格を左右すると須原

先生には度々言われていましたので、自分を信じてただただ『基礎の繰り返し勉強』を行な

いました。（しかしさすが理系の一番上のクラス、浪人生は実に優秀な生徒が多く、彼らが新

しい勉強を始めたり実践的な勉強をし出したので、正直なところ内心僕は焦ったこともあり

ました。）ここでかなり個人的な話になりますが、予備校で僕の英語の恩師ともいえる先生に

巡り合うことができました。僕は昔から英語が苦手でなかなか伸びないことに悩んでいまし

た。その先生の訳し方は独特で、僕には非常にフィットし、今までの疑問が溶けたようでし

た。その先生にお会いしてからは、先生の訳し方を真似、毎回授業前に訳の添削を行なって

もらいました。それ以降は本当に英語を読むのが楽しくなりました。ここでその訳し方の一

部をかい摘んで紹介したいと思います。もし、自分に合うなあと思ったら試してみてはどう

でしょうか。その先生の訳し方は前から前から訳すのです。翻訳家は英語を話す人の英語を

聞いて、すぐに訳を作りますよね？ではその翻訳家は関係詞を訳すときに後ろから戻って訳

していると思いますか？いいえ、そういう人は、常に前から前から訳しているのです。『前か

ら訳す』簡単なようですがなかなかうまくできるわけではありません。うまく訳すには前置
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詞、関係詞等の性質をよく理解することが大事です。あまりうまく説明できませんでしたが、

これを読んで何か感じてもらえれば幸いです。特に僕が思うに、中学３年生の頃に須原先生

に『語順訳』を習っていたからこそ、僕はその先生のやり方を素直に受け入れることができ

たのだと思います。 

夏休み以降でも、駿台の授業は同じように基礎中心でした。この頃の模試から、苦手の英

語が伸びてき、また得意の数学や理科も安定して点が取れるようになり、京都府立医科大学

で A 判定を取るようになりました。この頃から、僕のクラスの友人でも駿台の授業をサボっ

たりする者も多くなり、なかには油断しているような友人もみかけられました。しかし僕は、

模試の結果ひとつ取ってみてもまだレベルの高いクラスの中では真ん中程度だったので油断

する暇もなく、更に須原英数教室に通っていることで須原先生の目には見えない・耳には聞

こえないものが僕を包んでいましたので（先生は『天使のささやきだ』と言われますが僕は

……）、勉強に専念し続けられたと思います。冬休み前になって、秋の模試が返ってきて、初

めて阪大医学部で B 判定を取ることができました。須原先生には、高校時代から何度も『君

は本気を出して勉強すれば阪大でもどこでも行ける』と言われていました。ですが正直、そ

れまでは、全く信じておらず『阪大とかは難しすぎて自分には…』と思っていました。しか

し、模試の結果 B 判定を見ると、阪大が手の届きそうなところに来たような気がしてすごく

嬉しかったことと、もう少し現役時代に本気で勉強に打ち込んでいればなぁという思いもあ

りました。そして同時に、生徒の能力をよく把握しておられる須原先生はやっぱりすごいな

あと思いました。みなさん、先生が行けるといったところには努力すれば必ず合格します。

それを信じて頑張ってください。 

冬休みになってからは、予備校の講習でのみ二次対策を行い、あとの時間はほぼセンター

対策を行ないました（対策といっても過去問と知識の復習だけですが）。この頃のセンター過

去問演習では、だいたい自分の目標としている点は維持できるようになりました。昨年の高

３の時の得点仮定と比較すると、自分の実力をしっかり評価できていなかったことがよくわ

かり、去年の自分の甘さを痛感しました。今、僕は個別指導のバイトで高３の男の子の物理・

化学を指導していますが、やっぱり高３の頃の自分と同じように、その子もかなり高い得点

仮定をしており少し実現性に欠けているように思います。受験生のみなさんは一度、センタ

ー試験でこれくらいは取れるだろうと思う『得点の仮定』をしっかり見直して、本当に実現

可能かどうかを確認してみることをおすすめします。 

センター試験当日は、同じ会場に友人がいたこともあり緊張することもなく試験を迎えま

した。僕の受けた地理は難しかったのですが、次の英語に足を引っ張ることもなく、一日目

を終え、二日目は得意の理科・数学だったので気楽に受けることができました。 

センター試験翌日の自己採点はテストよりも緊張しましたが、苦手の国語が８割をこえて

いたので安心し、すんなりと自己採点を終えました。結果としては、９割１分で自分の中で

の最高記録でした。（ちなみにリスニング抜きでは９割３分でした、リスニングは…）しかし、



28 

 

点数が確保できた喜びよりもむしろ、簡単やった気がするから周りはもっと良い成績を取っ

ているのではないか、９割１分の成績で例年通り広島大学医学部の後期に出せるだろうか、

とそればかりが気がかりでリサーチが戻って来るまで非常に怖かったです。リサーチが返っ

てくると自分の予想通りセンターの平均点は非常に高く、後期の広島大学は安全とはいえず、

二浪は嫌だったので、鳥取大学に落とさざるを得ませんでした。前期に関しては、阪大、名

大で B 判定、京府医が A 判定で、非常に迷ったのですが一番安全かつ雰囲気が一番自分に合

っているように感じていたので京都府立医科大学に決めました。 

センターから二次までの一ヶ月はひたすら過去問をやったぐらいしか覚えていません。二

次試験の当日は緊張しましたが、センターで多少余裕もあり、去年も京府医を受けていたこ

ともあって落ち着いて試験を受けることができました。物理・化学では物理が例年以上に難

しかったのですが、化学でその分を埋め、また数学も２完でき、安心して英語に望むことが

できました。去年はセンターの分を取り返さないと！と思っていたので焦りがあったと思い

思います。センター試験の重要性を痛感し、内心ホットしながら受験できました。合格発表

までは落ち着かない毎日に非常に疲れました。合格発表をみたときは本当に嬉しく、開放感

でいっぱいでした。自分としては一年間のリベンジに成功し、一年のいい結果だと思います。 

これにて僕の浪人体験記は終わりです。現役生のみなさんからすると浪人は一年間無駄に

したと思うかもしれません。しかし、僕は浪人の一年から得るものこそ大きかったと思いま

す。（一応言っておきますが、浪人しろとまでは言っていません。もちろん現役合格を目指し

てください。）僕個人としては考え方が大人になったように思います。 

最後に浪人した時の一年間の心構えを述べて終わりたいと思います。 

《心構え》 

・基本を大切にすること。基礎がないと応用力もつかない。常に基礎の反復を。 

・授業を大切に、授業に出るからにはしっかり集中して聞く。 

・先生には積極的に指導を仰ぐ。 

・周りは周り、自分は自分、自分のやったことを信じて。 

・いろんなことに手を出さなくても同じことの繰り返しで十分に力はつく。 

・勉強でもなんでも楽しんで、メリハリつけて。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この学年の『とび級Ｂ』（私国立中学受験教室）には５人の男子生徒がいました。３人が東大寺

学園に２人が清風理Ⅲに進学しました。生徒も保護者も勉強熱心で、深い信頼関係で結ばれてお

り、三位一体となって中学受験に臨めた時代でした。特に谷口敦基君は人懐っこい素直な子でし

た。東大寺学園の６年間、もう少し本気で勉強に打ち込んでおればまた異なった結果が出ていた

かも知れませんが、浪人中の１年間は良く頑張ったと思います。ご両親が挨拶に来られ、『私の家

族や身内から将来医者が出るなんて信じられません』と話されました。その折、敦基君とお母さ

んに原稿の依頼をして、この１０年を振り返ってもらいました。 
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公立高校トップ１０ 

 

学区再編後の卒業生が大学受験を迎えて今年で３年目でした。公立高校トップ１０を中心

に合格実績を記録していますが、その動向も落ち着いてきた様子です。東大に入るには各学

区のトップ校に、京大に入るにはトップ１０の高校に進まないと合格できないような傾向が

はっきりと出てきました。橋下徹大阪府知事の頃、東大・京大・阪大・神戸大・慶応・早稲

田の６大学で合格者を１５００名にするという計画は、従来から１０００人近くの合格者が

出ていましたが、１０００人を少し超えたところで頭打ちになり、最近ではそれを声に出し

て言う人もほとんど見かけなくなりました。 

 文理学科の入試が始まって２年が過ぎましたが、例えば３２０人の定員の学校に９００人

が志望していたとして、従来の普通科だけの入学試験では、９００÷３２０＝２．８１の倍

率が、文理学科では半分の１６０人が定員ですから，９００÷１６０＝５．６３の２倍の倍

率に跳ね上がり、後期普通科はやはり定員が１６０名ですから、文理学科に落ちた子９００

－１６０＝７４０名が受験すると、７４０÷１６０＝４．６３の高い倍率になります。中身

は９００人中３２０人が合格することにかわりはないのに、合格が非常に難しくなりレベル

が上がったと錯覚を起こすことになるのです。 

 この４月から学習指導要領が改訂されて、数学も英語も教科書が少し厚くなり、学習内容

も増えました。ところが現場の公立中学校では、例えばある学校の２年生の英語では薄い１

年生の教科書の内容が未だ終わっておらず、１学期中間試験は１年生最後の部分が試験範囲

で２年生の内容はこれからです。２年生の１年間でより分厚い新しい教科書が終われるはず

がありません。別の公立中学３年生は NEW CROWN の各 LESSON の『READ』の部分を

とばして授業を進めています。本来長文読解をすべき部分なのに、『読む』だけで良いためか

省いた授業をしているのです。数学では教科書の『問』だけを解いて、『練習問題』をしない

で進んだり、最初から教科書を全く使わないで、先生が作ったプリントで授業を進めている

学校もあります。現場の先生方がそうせざるを得ない事情がお有りなのだろうとお察しいた

しますが、これでは何のための改訂だったのかと疑わざるを得ません。来年度からは高校も

数学・理科で学習内容が増えた授業になります。これまで『ゆとり教育』の下、学校行事や

クラブ活動あるいは SSH による探究活動をしながらも京大や阪大の合格実績を伸ばしてこ

られた公立高校ですが、今後はこのような学習不足の公立中学生を受け入れた上で、しかも

充実した高校の学習内容も消化しなければならないとなれば、４～５年後にはトップ１０や

その周辺の公立高校の大学進学実績は厳しいものになるのではないかと案じられます。『学習

内容の充実』が中・高６年間一貫教育の私立校への流れを、数年後に再び起こすような気が

します。 
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２０１２年度進学状況 

（合格状況ではありません。） 

 

【大学】１０名 

今年は現役７名と浪人４人の計１１名が受験しました。現役生１人が浪人しました。国公

立大学前期二次試験で、数学で実力を発揮できなかった子が何人かいて、『合否の鍵は数学』

を再認識させられた学年でした。 

 

京都府立医科大学 医学部     東大寺学園卒 

愛媛大学     工学部     清風高校卒 

琉球大学     農学部     住吉国際科学校卒 

奈良女子大学   理学部     金光八尾高校３年 

筑波大学     生命環境学群  清風高校３年 

富山大学     理学部     住吉国際科学校３年 

兵庫県立大学   理学部     高津高校３年 

 

北里大学     獣医学部    住吉国際科学校卒 

同志社大学    文化情報学部  金光八尾高校３年 

大阪芸術大学   芸術学部    金光八尾高校３年 

 

 

【高校】７名 

昨年は８人の内５人が、今年は７人の内やはり５人が私立専願の受験をしました。私立高

校授業料無償化の影響は今年も続いています・ 

 

上宮高校    英数コース       曙川中学校 

上宮高校    プレップコース ２   曙川中学校×２ 

開明高校    ６年編入コース     曙川中学校 

関大北陽高校  特進Ⅰコース      曙川南中学校 

 

天王寺高校   文理学科        曙川中学校 

高津高校    普通科         曙川中学校 
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【中学】２名 

 『とび級Ｂ』から一人受験しました。『詰めの学習』が私の思うように出来ず、心残りであ

る中学受験になりました。 

   

清風学園 理Ⅲコース     刑部小学校 

 

『とび級Ａ』（公立中学校進学教室）からも１人受験しました。夏ごろから急に受験勉強を

始めました。毎年とび級 A からの合格者が出ています。 

 

金光八尾 特進Ⅱコース    刑部小学校 

 

 

 

過去１６年間の大学進学実績《2012.3.31.現在》 

合格実績ではありません。進学実績です。 

愛すべき『居候』諸君（高２の途中から費用をいただいておりませんので、親しみをこめ

てこう呼んでいます）が１２８名になりました。彼らの地味な努力の結果です。医学部医学

科に１割強の１３名、国公立大学に約半数の６１名が進学しています。１３名の医学科合格

者の内、保護者が医師であるのは３名だけで、１０名は普通の家庭の生徒です。 

 

 

国立大学 ４７名 

東京大学  ３  理科Ⅲ類（医）１ 東大寺     文科Ⅰ類  ２ 東大寺２ 

京都大学  ６  医学部（医） １ 星光      農学部   ２ 清風・東大寺      

工学部    ３ 東大寺・天王寺理数科・明星 

大阪大学 １２  文学部    ２ プール・大谷  人間科学部 １ 東大寺 

         経済学部   １ 西大和     外国語学部 １ 住吉科学 

          工学部    ５ 東大寺２・奈良学園・清風・大手前理数科 

          基礎工学部  ２ 明星・高津    

名古屋大学 １  工学部    １ 星光 

九州大学  １  農学部    １ 大手前理数科 

神戸大学  ６  医学部（医） ２ 灘・大谷    農学部   １ 大手前理数科 

         工学部    １ 八尾      発達科学部 １ 天王寺理数科 

法学部    １ 高津       
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横浜国立大学１  教育人間科学部１ 帝塚山 

奈良女子大学２  文学部    １ 高津      理学部   １ 金光八尾 

三重大学  ２  医学部（医） １ 東大寺     生物資源学部１ 高津 

静岡大学  １  農学部    １ 大谷 

岡山大学  １  医学部（医） １ 星光 

徳島大学  ３  歯学部    １ 開明      工学部   ２ 住吉科学・帝塚山 

信州大学  １  工学部    １ 高津 

愛媛大学  ２  理学部    １ 関西大倉    工学部   １ 清風 

高知大学  １  水産学部   １ 近大附属 

 京都工芸繊維大学１ 工芸学部  １ 高津 

 筑波大学  １  生命環境学群 １ 清風 

 富山大学  １  理学部    １ 住吉科学 

 琉球大学  １  農学部    １ 住吉科学 

 

 

公立大学  １４名 

大阪市立大学９  医学部（医） ５ 星光・東大寺３・四天王寺    

          理学部    ２ 高津・大谷 

法学部    １ 高津        商学部   １ 明星 

大阪府立大学１  農学部    １ 大手前理数科 

京都府立医科大学 医学部（医） １ 東大寺 

岐阜県立薬科大学１       １ 高津 

兵庫県立大学２  環境人間学部 １ 帝塚山       理学部   １ 高津 

 

 

私立大学 ６７名 

東京慈恵会医科大学１（医）   １ 天王寺理数科           

 慶応大学  ２  文学部    １ 帝塚山泉ヶ丘       経済学部  １ 高津 

早稲田大学 ２  理工学部   １ 明星           創造理工学部１ 清風 

麻布大学  １  獣医学部   １ 西大和 

京都薬科大学１         １ 近大附属 

神戸薬科大学１         １ プール               

大阪薬科大学１         １ 大谷 

関西学院大学６  経済学部   ４ 帝塚山・高津・清風・住吉科学     

         法学部    ２ 帝塚山・高津 
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関西大学  ５  工学部    ３ 近大附属・清風・明星   経済学部  １ 清風 

         社会学部   １ 高津 

立命館大学 ８  理工学部   １ 明星           文学部   １ 高津 

          経営学部   １ 帝塚山          アジア太平洋学部１城星 

         法学部    １ 清風           政策科学部 １ 住吉科学 

         経済学部   １高津            情報理工学部１ 奈良学園 

同志社大学 ５  経済学部   １ 高津           理工学部  １ 住吉科学 

         文学部    １ 大教大附属天王寺     法学部   １ 金光八尾 

         文化情報学部 １ 金光八尾 

近畿大学  ７  薬学部など 

その他の私立大学 ２７名 

 

 

 

過去１１年間の高校進学実績《2012.3.31.現在》 

高校受験 ７３名 

大手前高校     ５   理数科４（東２・高安２）   文理学科 （高安１） 

天王寺高校     ４   普通科３（東１・曙川２）   文理学科 （曙川１） 

高津高校     １７   普通科１７（曙川５・東４・上之島２・高安４・南高安１・新喜多１） 

住吉国際科学高校 １１   東１・上之島３・高安４・高美１・曙川２ 

八尾高校      ５   高安３・高美１・曙川１ 

清水谷高校     １   南高安１ 

夕陽丘高校     ２   高安１・曙川１ 

花園高校国際教養科 ２   上之島２ 

山本高校      １   曙川１ 

国立長岡高等専門学校１   上之島１ 

       計 ５０名 

 

清風南海高校・開明高校・立命館高校・近大附属高校・金光八尾高校・東大谷高校等 

私立専願者等  ２３名 

 

１２年前までにも、天王寺理数科・高津・八尾等に、 

およそ半数近くの生徒が進学しています。 
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過去１０年間の私国立中学進学実績《2012.3.31.現在》 

私国立中学受験 ４５名 

【とび級 B=私立中学受験教室】 ３０名 

東大寺学園  ５   高安西２・刑部１・北高安１・北山本１ 

西大和学園  １   曙川１ 

四天王寺学園 ２   西山本２ 

清風学園   ６   刑部２・中高安２・高安西２（理Ⅲプレミアム１・理Ⅲ４・標準１） 

奈良学園   ３   南山本１・南高安１・高安西１ 

奈良カレッジ ４   刑部１・西山本１・南山本１・美園１ 

大谷学園   ２   上之島１・南高安１ 

関西大倉   １   高安西１ 

大阪女学院  １   東山本１ 

近大附属   １   刑部１ 

城星     １   山本１ 

金光八尾   ３   山本２  刑部１ 

 

１１年前に『とび級 B』ができる以前にも受験生がいて、東大寺学園に２名・大阪

星光学院１名・大谷学園３名・大阪教育大学附属天王寺２名・明星２名・帝塚山・

清風各１名などの１２名の進学者がいます。 

 

【とび級 A=公立中学進学教室】 ７名 

金光八尾   ５   刑部２・高安西２・南山本１（特待生１・特進Ⅰ２・特進Ⅱ２） 

近大附属   １   高安西１（標準１） 

城星     １   中高安１ 

 

【とび級 F=金光八尾中学受験教室】 ８名  ２００５年度のみ臨時開設 

金光八尾特待生２   高安西１・北高安１ 

    特進３普通２ 高安西２・高美１・刑部２ 

大阪産業大学附属１  山本１ 
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短信 

 この半年を写真とともに振り返ってみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下：これも毎年恒例。小学生輪投げ大会。

ターゲットはお菓子。（2012.1.19.） 

年末恒例！大学受験生激励『かにすきパーティ

ー』。クリスマス・イブが誕生日のみなみちゃん

に仲間の生徒諸君からバースデイケーキのサプ

ライズプレゼント！（2011.12.24.） 

自分たちが食べるおにぎりは『おむすび隊』が

活躍。ノンアルコールビールで乾杯後いよいよ

開始！『小学４年生からこの日を心待ちにして

いた』（日佳理ちゃん:上左端）子もいます。 
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右：高校受験生冬期集中講座中馴染みの焼き芋

屋さんが通過。一息入れることになりました。 

最終日には山本神社へ合格祈願の初詣。帰路、

近くの中華料理屋さんで昼食。（2012.1. 7.） 

左：先輩の教室来訪。大阪市大医学部

６年生松本一寛君（写真中央）。激励

を受ける大学受験生たち。（2011.12.） 

 

下：先輩の教室来訪。愛媛大学４年生松葉成生

君 。 愛 媛 大 学 大 学 院 に 進 学 の 報 告 に 。

（2012.1.14.） 

下：筑波大学合格の清水哲君とお母さんが教室

に挨拶に来られました。（2012.3.31.） 
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右： 

キャベツの

帽子が似合

う子もいま

す。 

左：昨年早稲田大学に現役合格をした高位

慧文君から嬉しい便りと素敵なプレゼント

が届きました。 

この年は５人の内、他の４人が浪人しまし

たが、彼らと現役生の後輩たち全員に湯島

天神のお守りと合格祈願鉛筆をいただきま

した。 

私の教室の自慢の一つは、進む道はそれぞ

れ違っても、卒塾後においてすら仲が良い

ということです。授業参観に来られた大阪

教育大学教授の加賀田先生は、さすがにそ

の点をよく観察していただけていると感じ

入っています。 

 高位君どうもありがとう。（2012.2.3.） 

下：この中学３年生諸君はとてもチームワークの良い楽しい学

年でした。『合格合宿』をやりたいと言うので、昨年９月に続い

て２回目の合宿をやりました。（2012.3.18.） 
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近鉄八尾と小阪にあるステーキハウス『パウハナ』は

安くておいしいお店です。お勧めですよ。 

今年も卒塾生たちから花束と色紙の寄せ書きをいただきました。私たち夫婦にとりましては心温ま

る嬉しい瞬間です。花は玄関に飾り、色紙は後ほど額に入れて教室に飾っています。その後生徒諸

君とステーキハウスへ食事に出かけました。かわいい女の子たちに囲まれていつもよりステーキが

美味しかったなぁ…！（2012.3.27.） 

春期集中講座の打ち上げ、近くのバッティングセ

ンターに行きました。いつも、その隣の吉野家の

牛丼付きのフルコースです。（2012.4.2） 

左：『月刊私塾界』２００４年３月号に掲載されました。

お正月にインタビューを受けていましたら、偶然、小

学４年生の石谷さん・松原さん・松本さん・小林さん

が新年のあいさつに来てくれました。今から９年ほど

前のもっともっとかわいい時の姿です。 
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下：回転すしばかりではありませんよ。よく勉強する

子はご褒美です。でもだれか大きいのが交じっている

なぁ…。誰？アリオ３階『すし勘』もおいしいお寿司

屋さんです。ここもお勧めです。（2012.4.3.） 

右上：ハンバーガーをかじりながらの映画会。勉強を終えた

後の映画は生徒諸君には楽しいらしいです。（2012.4.3.） 

教え子の葛西康子さんの結婚式に招待

されました。康子ちゃんらしい楽しくて

明るい良い結婚式でした。（2012.4.21.） 

教え子の森河紘

希君も出席して

いました。大阪市

大医学部を卒業

して研修医２年

目です。 
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右：卒塾した教え子たちが教室をよく訪問して

くれます。私たち夫婦にとって嬉しいひととき

です。”MY SECOND HOME”と彼らは呼んでくれ

ています。５月の連休中にも４～５人訪問して

くれたのですが、話に夢中になって写真を取る

のを忘れていました。ごめんなさい。松原日佳

理ちゃんと在塾生たちです。（2012.6.1.） 

塾長対象の説明会案内の中に

『天高通信』が同封されてい

て、その中に今年文理学科に合

格した教え子の富井君の作文

がありました。今後の活躍を期

待しています。（2012.4.） 

下：『学習塾百年の歴史』の私の原稿の中に登場しますＴ君こと田中征洋君です。国立がん研究セン

ター中央病院で大腸癌の研究をしています。４月２３日、朝日新聞本社を訪問する前に、道路を挟

んで建つセンターを訪問しました。遠くから教え子の姿を眺められればいいと思っていましたが、

偶然運良く征洋君は３０分ほど時間が取れて、嬉しい再会が出来ました。次回は築地のおいしい寿

司屋に連れて行ってくれるらしいです。今からとても楽しみにしています。（2012.4.23.） 
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私が聖和小学校の１年から３年まで担任をして

いただいた前田美智子先生です。ご主人の前田

茂男先生は８年ほど前に亡くなられ、８０歳に

なられた今は一人で暮らしておられますので、

お食事をご一緒願いました。子供の頃、私は体

が弱く５年生頃までプールに入れませんでし

た。夏休み、水を怖がる私を背中に乗せて親子

亀のように平泳ぎをして下さった優しい茂男先

生のことを良く覚えています。前田先生は『和

紙のちぎり絵』の先生です。大切な作品をいた

だきました。教室懇談会の折、控室に飾ってお

きますのでご覧下さい。（2012.5.1.） 

 

左：食べたり遊んだりの写真が目立ちますが勉強も

もちろんしています。（2012.5.26.） 

下：保護者との触れ合いの場『日曜サロン』を再開

しました。飲み物や食べ物を持ちよりで第１日曜日

の夜７時３０分からです。楽しいですよ！どうぞ皆

さんご参加下さい。（2012.6.3.） 
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家政婦さん・『サポートやお』と『悠久園』のヘルパーさん・ケアマネージャーの方々の協力を得て、

母の介護から解放されて３泊４日の８年ぶりの旅が出来ました。大好きな沖縄です。石垣島で１泊、

日本の最西端与那国島で２泊しました。観光客ばかりでなく地元の人に出会うこともほとんどなく、

のんびりと与那国馬が道を闊歩していました。景色も水も非常に美しい島でした。（2012.4.4～7.） 

上：竹富島コンドイ岬の浜。星砂の浜です。 

右：与那国島西崎（いりざき）灯台。天気が良

いと台湾が肉眼で見えるそうです。 

下：東崎（あがりざき）の灯台です。 

馬はのんびり。水は

冷たかった。頭上は

西崎灯台です。 

Dr.コトー診療所ロケ跡。 

３日間毎日訪問しました。 
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編集後記 

  『学習塾百年の歴史』の中の私の原稿『学習塾の原風景』を読み返し、５年続くかなと考えて始めた

教室でしたが、瞬く間の３４年間だったと思っています。国語は５科目の要だからと、大手塾ばかりか他

の個人塾にも負けない国語指導における真剣な取り組み。受験だけでなく留学あるいは大学や大学院

の勉強にまで威力を発揮する『語順訳』『速読英単語』の英語の勉強法。数学の苦手な子でも自信と実

力をつけるようになる『カード式例題演習』の反復学習。私の教室を支えその特徴を成している学習法

ですが、『当たり前のこと』を当たり前にやってきた３０余年の積み重ねの結果に過ぎません。開塾当初、

将来は地域に貢献できて『町の教育家』になれたらいいなぁ…と、私は一つの夢を抱いていました。大

阪教育大学教授の加賀田先生に授業参観をしていただいたり、大阪府立八尾高校の指導に招かれた

り、少しはその夢に近付けているように思えます。ただ、塾を取り巻く環境は厳しさを増すばかりです。

資本力のある大手塾はともかく、個人塾は大変な状況にあります。私の教室も例外ではなく、４・５年先

に存続しているかどうかは不透明です。しかし、夢を捨てることなく、信念をぶれさせることなく、これから

も妻と二人で『塾教育』に微力を尽くすつもりです。どうぞこれからも宜しくお願いします。 

 『教室だより』は当初保護者向けのものでした。現在保護者や卒塾生に約１５０部、全国の塾の先生

に約７０部、学校の先生方に約１５０部、出版等教育関係者に３０部ほど、合計４００部前後配布するよ

うになっています。最近では保護者ばかりでなく、学校の先生方からの反響が多く嬉しく思っています。 

 ご一読いただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

『学校の授業』と『自分の勉強』を大切にさせ、その『自分の勉強』を 

学習面ばかりでなく精神面においても生徒諸君を支えていこう、と考えて 

指導している教室です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９７９年 創塾 

講師を雇わず夫婦二人で指導 


